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論文要旨

論文題目(外国語の場合は必ず日本語訳を併記すること)

清代外モンゴノレにおける牧地紛争の研究

一中部二盟の境界画定の経緯からみた盟旗制度一

論文要旨

本研究は、清朝支配下 0691-1911年)の外モンゴノレ(概説現在のモンゴル国に相等)

における牧地紛争とその発生・処理過程を実証的に検討し、盟旗制度の一環として実施さ

れた盟・旗の境界画定や遊牧民の遊牧状況等を明らかにすることによって、ー清朝の外モン

ゴル統治とモンゴノレ遊牧社会のあり方を探ろうとするものである。その際、研究手段とし

て、モンゴノレ国立中央文書館所蔵のモンゴJレ文と満洲文の公文書や地図、モンゴル国立中

央図書館所蔵の公文書や地図等の一次史料を利用する。

本研究は、序章と終章を除いて、 5つの章より構成される。その概略を下記に示す。

第一章では、従来の先行研究に依拠しつつ、紀元前の旬奴帝国や 13世紀のモンゴル帝

国から清朝に至るまでの遊牧社会における牧地変遷のあらすじを整理し、モンゴノレ高原に

おける牧地が古来の集団ごとの縄張りのような、明確な境界線のない牧地から、農業社会

における農地の線引きのような、盟や旗の境界線のある牧地へと変わり、遊牧状況もそれ

に伴って 18世紀から大きな変貌に直面しつつあったことを示した。また、外藩モンゴノレに

対する清朝の統治策たる盟旗制度や身分制度を詳細に解説し、清代外モンゴルの政治行政

機構・社会構造を概観した。

第二章から本論に入った。本章では、清朝の中期や末期に発生していた牧地紛争に関す

る代表的な3件の事例を取り上げ、紛争の具体的な発生形態やそれに対する処罰の状況を

考察することで、当時の牧地紛争の現実のありさまを解明した。最初に、清代外モンゴノレ

地域における牧地紛争は、主に「外部の遊牧民が牧地へ侵入する→地元の遊牧民が侵入の

担保として家畜を捕える→侵入者が牧地から離れる→地元の遊牧民が捕えた家畜を返却す

るJという形態と、「当事者たちの意に反して設置された境界のオボ-(石積み)を片方が

破壊するj といった形態の2つのパターンで発生していたことがわかった。前者は清代の

外モンゴル地域で頻発していた牧地紛争の典型的な発生形態であり、モンゴル高原の遊牧

社会において古くから伝わってきた遊牧民特有の慣習であった可能性がある。後者は道光

23 (1843)年頃に理藩院によって布告された規定に伴って生じた一種の新しい発生形態で

あったと考えられる。従って、侵入の担保としての家畜略奪という従来の発生形態に、オ

ボーの破壊という新たな形態も加わり、牧地紛争の発生形態にも歴史的な変化が生じたと

言える。次に、この2種類の発生形態に対する行政側からの刑罰としての裁定は、先例、

あるいは『フングン・ツアーズニ・ビチグ(軽い法典uと呼ばれる何らかの法規にある、

概ね相当しそうな軽めの刑罰規定に準じて行われており、モンゴル遊牧民の慣例等に従っ

た処理がしばしば実施されていたことがわかった。

第三章では、清代外モンゴルの牧地変動期である乾隆41(1776)年頃に盟レベルで生じ

たトシエート・ハン部左翼前旗とサイン・ノヤン部ウールド前旗との牧地紛争の事例を、

主に紛争処理の側面から丹念に分析し、両盟・旗の境界画定の経緯を解明した。その結果、

盟関の牧地紛争の処理過程が明らかとなり、清朝の制定した乾隆45年の規定、「将軍・参

賛大臣・盟長.iIIJ将軍緋事事務章程Jが、外モンゴルの牧地紛争処理の面で実際に施行さ
れていたことが確認できた。また、上級官庁の官員による強制的な処理よりも、両旗自身

による状況に応じた牧地調整の方がより効果的であったことと、当事者である旗長やその

部下の官員、らは自ら管轄する旗の牧地に対する強い発言カを有していたことがわかった。

続いて、牧地紛争と盟旗の境界画定との相関関係に関して言うと、本章の対象地域であ

る両盟・旗の牧地境界は、乾隆46(1781)年に清朝皇帝の命令でウリヤスタイ将軍バトが

設置した2基のオボーによって初めて画定され、その後の牧地紛争の処理過程でのより明

確な画定やオボーの増設等によって一層完備されてゆき、道光27(1847)年に最終的に決

定されて、清宋やボグド・ハーン政権期までその境界が維持されていた。ここから、従来

の研究で強調されてきた乾隆46年のウリヤスタイ将軍パトによる盟界画定作業とは、初期

段階における牧地境界の大まかな画定に過ぎなかったことがわかる。つまり、清朝の盟や

旗の境界画定政策は、各地域で発生した盟旗開の牧地紛争が各々終息していく過程で、長

期間をかけて徐々に外モンゴルヘ浸透・定着していったと言える。また、牧地紛争処理の

ための両盟・旗の境界函定事業に実に長い年月がかかっていることから、盟や旗の境界線

を明確に画定してしまうという清朝の政策そのものが、広大な草原を臨機応変に移動する

必要のある外モンゴノレの王公や遊牧民にとって容易に受け入れられるものではなく、そも

そもモンゴルの伝統的な遊牧生活に適合しない政策であったと考えられる。即ち、本牧地

紛争から、盟旗制度の持つ限界、遊牧という生業形態との本質的な矛盾がわかる。

第四章では、第三章での検討を受け継いで、 1つの盟内の旗レベルの牧地紛争に着目し

た。即ち、清代の道光26(1846)年から同治5(1866)年にかけて発生した外モンゴルト

シエート・ハン部のトシエート・ハン旗と左翼後旗との牧地紛争を事例として、その紛争

処理の側面から詳細に検討し、両旗の境界画定の経緯を検証した。その結果、まず紛争処

理は、旗レベルの審議→盟レベルの審議→駐防官の庫倫緋事大臣レベルの審議といったパ

ターンで協議されたことが明らかになった。この牧地紛争処理の全過程から判断して、清

朝の対モンゴノレ統治策である盟族制度は、行政面においである程度以上有効に機能してお

り、その役割を充分に果たしていたと考えられる。

次いで、嘉慶10(805)年にトシエート・ハン部諸旗の境界が画定されたことが従来の

研究によって指摘されているが、本章の事例で言うと、牧地決定に関する旗長の権限によ

って名目上画定された牧地境界に関する諸旗の地図が、この年理藩院に上呈されたに過ぎ

ず、実際の境界となるオボーは設置されていなかった。従って、嘉慶 10年のトシエート・

ハン部諸旗の境界商定は完全に施行されたとは言い難い。また、理務院だけでなく、盟長

や旗長も牧地調整に関するかなり強い権限を有していたと言うことができる。更に、本牧

地紛争は、嘉慶10年におけるトシエート・ハン部諸旗の境界画定作業で大まかに定められ

た牧地境界が少し変更され、徐々にオボーが建てられて、明確に画定されることによって

最終的に終息したZ 第三章で論及した盟界函定と同様に、盟内における藷旗の境界画定も

当時外モンゴJレで勃発していた旗同士の牧地紛争の最終処理を経て長い年月をかけて少し

ずつオボーが設置され、明確に画定されていったことが確認できた。これも、第三章で論

述した、盟旗聞の牧地紛争が終息していく過程で、清朝の盟や旗の境界函定政策が徐々に

外モンゴノレへ浸透、定着していったという見解の裏づけとなろう。



第五章では、第三章、第四章で取り上げた盟や旗同士の牧地総争とは異なった、境界線

のない自然発生的な牧地紛争に焦点をあてた。即ち、成豊~ (1855)年から光緒7(1881) 
年にかけて清代外モンゴルのトシエート・ハン部中右末旗で実際に発生した旗内の一般平

民とイフシャビ(外モンゴル最高の活仏たるジェプツンダンパ・ホトクトの隷属民)との

牧地紛争の事例を手がかりに、紛争の処理過程を詳細に検討し、イフシャピが本当に盟や

旗の枠内に制約されず、自由に遊牧できていたのかという問題、つまりその遊牧状況の実

態を検証した。

その結果、牧地紛争の処理は、終始一貫して庫倫緋事大臣の指示下で実施されており、

庫倫線事大臣は、旗の平民とイフシヤピとの遊牧に関する新しい規定を定める等、決定的

な権力を有して、その役割を果たしていたことが確認できた。また、イフシャピの遊牧状

況に関しては、旗の平民と同様にイフシャピも、同治 4(1865)年頃から旗の牧地冊子に

正式に登録され、その放牧地は基本的に特定の旗の枠内に制限されていた。即ち、イフシ

ヤピは、「ハルノ、4盟のどこで遊牧してもかまわない」と言われてきた当初の自由な遊牧権

を清朝支配下で徐々に喪失していったことがわかった。牧地問題において、イフシャピも

結局清朝の対モンゴル統治策たる盟旗制度の枠内に組み込まれていったと言えよう。本章

では、イフシャピが常にハノレハ4盟諸旗の牧地で自由に遊牧してきたという従来の通説の

持つ大きな誤解を指摘・訂正した。

以上各章から得られた知見を踏まえると、本研究の意義は、(1)通説として述べられて

きた「牧地画定による完全なる分割支配Jという清朝の統治は、外モンゴル地域では清末

の50年あまりのことに過ぎず、完全に施行された期聞は意外に短かった、 (2)牧地紛争等

の諸問題を調整・解決できるほどまでに完備された清朝の盟旗制度という行政機構が、チ

ベット、回部等の同じ藩部地域の中で、唯一外モンゴノレのみが独立できたということの 1

つの要因となった可能性が高い、 (3)清朝支配下におけるモンゴル人は、古くから続いて

きた広範囲にわたる自由な移動遊牧が次第に制限され、伝統的な遊牧という生業形態やモ

ンゴJレの遊牧社会そのものも大きな影響を受けた、等々の結論を実証した点にあろう。
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要 旨

II~ 本研究は、清朝支配下にあった 18 ・ 19世紀に外モンゴル地域の遊牧民の聞で

発生した大規模な牧地紛争の実態について詳細に解明した意欲的研究である。

本研究の有する最大の特色は、清代に新たに設置された盟や旗と呼ばれる遊

牧民の行政機関で作成されて現在モンゴル国立中央古文書館と同国立図書館に

所蔵されている大量の公文書史料や古地図を縦横に駆使し、数十年という長期

間に及ぶ大規模な諸紛争の実態を発生から最終解決にいたるまで研究史上初め

て克明に解明したことである。また、紛争の発生形態から解明された家畜や牧

地へのこだわりは、古代以来モンゴノレ高原で繰り広げられてきた遊牧という生

業形態の特徴を過去にない詳細さで描き出している。さらに、紛争処理の過程

に見える盟と旗の行政機能は、外モンゴノレがその後 1911年に独立宣言を発して

近代国家を形成していく上での成功要因の解明につながる意義を有している。

研究手法に関也ては、多言語を駆使する手堅さが目にうく。まず、古文書史

料は基本的にモンゴル語と満洲語、法制史料はそれに加えて漢文でも書かれて

いるため、史料読解だけでも 3言語を駆使している。先行研究も、日本語やそン

ゴノレ語だけでなくドイツ語、英語、中国語と多言語の研究を全て読被しており



語学面だけに限ってもその研究水準の高さが充分にうかがえる。

本研究は、序章と終章を除いて、計5章からなる。第一章では古代の旬奴以来

モンゴノレ高原で繰り広げられてきた牧地争いの例を示した上で、それらの牧地

を少しずつ行政区分していこうとする清朝の政策を概説する。第二章から本論

に入り、まず紛争の発生形態に関して、境界線が画定されていない 18世紀頃ま

では『侵入者の家畜を地元遊牧民が担保として取り上げ、侵入者が出ていった

後返却する Jという形態をいくつも例示する。次いで、境界線が画定されてい

く19世紀からはー、境界線を示す石積み(オボー)を紛争当事者の片方が一方的

に壊すという発生形態もそれに加わることを実証する。第三章では 1776・1847年

に盟と盟との問で起こった大規模な紛争とその最終解決過程とを提示して、境

界線画定がいかに困難な作業であったかを実証する。第四章では 1846-1866年に

トシエート・ハン部内の旗と旗の聞で起こった大規模な紛争とその最終解決過

程を解明して、 18世紀半ばに画定されたと先行研究で言われてきた盟旗の境界

線が実際には 19世紀半ばまで来画定であったことや処理過程において盟旗の果

たした大きな行政上の役割を確証した。第五宣言ではイフシヤピと呼ばれる高僧

の隷属民と一般遊牧民との聞で起こっていた「境界線の無い自然発生的な牧地

紛争J を検証し、イフシヤピも通説とは逆に 19世紀前半頃には特定の旗の地域

内で遊牧せざるを得なくなっていたという実態を解明した。

本研究は清代外モンゴノレの遊牧民社会において発生した種々の牧地紛争につ

いて、具体的な発生形態や長期間にわたる紛争処理の実態を詳細に研究、解明

したものであり、遊牧形態の細かい変化等、未解明の問題もなお一部存在する

ものの、モンゴルの遊牧民社会と清朝政府による行政統治機構との関わりにつ

いて重要な知見を得たものとして価値ある集積であると認める。

よって、学位申請者の朝魯孟格日動(チョウルモング・リノレ)は，博士(学

術)の学位を得る資格があると認める。(論文チェックジフトによる確認済)

なお、執筆者の業績は以下の通りである。
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カデミー・内量産古師範大学・ロシア科学アカデミ]共催国際シンポジウム』、 2014年b
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